














































































【仮説】 英語絵本を取り入れた単元を構築や Small Talk を実施とともに，指導と一体
化したメタ認知を促す評価を行うことが，考えや気持ちを伝え合う力を育むこ
とにつながるのではないか。 
【研究内容 1】 Small Talk の在り方(指導と評価) 
    第 1 段階 英語絵本を活用した Small Talk 
        第 2 段階 疑似言語活動から言語活動へ移る Small Talk 
【研究内容 2】 英語絵本を取り入れた授業実践 I，Ⅱ(指導と評価) 
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2.3 MERRIER Approach の活用 
 MERRIER Approach は渡邉他(2003)によって，指導者が児童にわかりやすい英語を話し
ていくための視点（①言語外情報を使う②具体例を挙げる③言い換える④重要なことを繰
り返す⑤児童に問いかける⑥児童の発言を正しく繰り返す⑦褒める）として提唱された。 




































9/1(火)～11/17(火) 研究内容１ 第 2 段階 Small Talk の実践 実践 
9/1(火)～10/13(火) 
10/13(火) 


















3.2.1 研究内容１ Small Talk の在り方 








































た。                             
図 1 表現を示した掲示物   
＜指導の実際 第１段階 英語絵本を活用した Small Talk＞   




こととした。扱った英語絵本と第 1 段階 Small Talk のテーマは以下の表にまとめた。英語
絵本の読み聞かせをⅠ，疑似言語活動をⅡとして以下に示す。 
Ⅰ “Ketchup on Your Cornflakes?” Ⅰ “Good news Bad news” 
Ⅱ 好きな食べ物 Ⅰ “The very hungry Caterpillar” 
Ⅰ “Ketchup on Your Cornflakes?” Ⅱ 好きな教科 
Ⅱ 好きな飲み物 Ⅰ “Clothes life Clues to Jobs people do” 
Ⅰ 児童の描いたイラストを組み合わせて 
作成したオリジナル“Ketchup on Your  
Cornflakes?”，好きなアニメ 
Ⅱ なりたい職業 
Ⅱ 好きなキャラクター，誕生日 Ⅰ “Dear Zoo” 
Ⅰ “Good news Bad news” Ⅱ 好きな教科 
Ⅱ 誕生日，欲しいもの   
 
＜指導の実際 第 2 段階 疑似言語活動から言語活動へ移る Small Talk＞  
9 月から 11 月にかけては，児童の様子を観察しつつ，疑似言語活動から徐々に言語活動













①～⑩は，“Do you like 
～?” “Yes, I do. / No, I  
don’t.” “What～do you  
like?” “I like～.” “Why?”  
“Fun/Exciting/Delicious/ 







   





振り返りシートを記入した。指導者側も Small Talk に対する意識の変容を見るため，Small 












資料 1 モニタリングカード 資料 2 既習内容を確認する  資料 3 自己評価カード 
 
3.2.2 研究内容 2 英語絵本を取り入れた授業実践Ⅰ，Ⅱ 
＜授業実践Ⅰ＞ 
 『NEW HORIZON Elementary 5』(東京書籍) の「Unit4 He can bake bread well.」の内容を






























図 2 指導者が自作したオリジナルページ   図 3 できることを示した自作のページ  
第 5 時には，班ごとにオリジナルページを提示しながら，自分のできることを伝え合っ













図 4 児童のオリジナルページ      図 5 贈り合ったメッセージカード 
 
＜授業実践Ⅱ＞  
『NEW HORIZON Elementary 5』（東京書籍）の「Unit5 Where is the post office?」の内容











































＜研究内容１ 第 1 段階 英語絵本を活用した Small Talk＞   












C1・3・4: Hello. I’m Brittany. 
           Where is the emerald? 
C2: I’m Kapakanikun. 
Let’s take a quiz. 
Hint1, strong. Hint2, big. 
Hint3, king. What’s this?  
図 6 児童が作成したオリジナル絵本（最後に宝が見つかる場面） 
聞き手: トラ。Lion. 
C2: The answer is lion. I like lion.  
Do you like lion? 
聞き手: Yes, I do. / No, I don’t. 












＜研究内容１ 第 2 段階 疑似言語活動から言語活動へ移る Small Talk＞ 
・疑似言語活動では，好きな月と好きな季節をテーマにした Small Talk が最も肯定的であ
った。自由記述からは，「好きな月から質問を広げて長く話ができた」「Why?と言えた」
などの意見が多かった。継続的に Small Talk を行ってきたことが，児童の自信の向上に
つながったと考えられる。 




・言語活動では，好きな教科をテーマにした Small Talk が最も肯定的であった。自由記述 
からは，「What subject do you like?以外で，Do you like～?と聞けた」などの意見があった。




＜研究内容 2 英語絵本を取り入れた単元の授業実践Ⅰ＞ 










＜研究内容 2 英語絵本を取り入れた単元の授業実践Ⅱ＞ 

























的な Small Talk を行ってきたことが視点児 A の意欲の向上につながった。授業実践Ⅰ，
Ⅱでは，英語絵本の読み合いで Small Talk で扱った表現を活用してやり取りができてい
た。 
 課題としては，英語絵本を Small Talk に取り入れた際，指導者が絵本の場面を難しい
表現で説明してしまったことがあった。児童の実態を把握し，理解しやすい英語で読み
聞かせをすることが重要である。また，疑似言語活動から言語活動に移った Small Talk
では，理由に対する言い方や Great. Good. Nice.を使うことが難しい児童がいた。今後も
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